
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

哲学、文学、言語学等に代表される人文系学問は、一言で言えば「人間とは何か」を探究

する学問です。昨今、この分野の学問の危機が叫ばれる中、人文学は改めてその存在意義を

明確にする必要性に迫られています。はたして人文学は役に立たない学問なのでしょうか？ 

そのような問いに答えを出すべく、人文学の世界をそれぞれの専門分野から語ります。 

人文学への誘
いざな

い 
 

平成 29 年度 
熊本学園大学秋期公開講座 

●対象：社会人 ●定員：80名 

●受講料：6,000円（資料代含む） 

●申込期間：平成 29年 9月 5日(火)～9月 22日(金)必着 

●申込方法：①裏面の申込書にご記入の上、郵送または FAXでお送りください。 

②受講料払込用紙を郵送いたしますので、指定期日までに払込み 
ください。 

熊本学園大学 学術文化課 

〒862-8680 熊本市中央区大江 2丁目 5-1 

TEL 096-364-8729（直通） 
FAX 096-366-3158 
http://www.kumagaku.ac.jp/ 

お申込み・お問い合わせ 

 

〔日程〕 ※10：00～12：00　　全６回開講

月 日 曜 講義テーマ 講師 職名

 こぶかた　　  ゆうこ

 ながとも　けいいち

 こいずみ　なおき

 おがさわら　じゅん

 おおた 　じょうたろう

調査の最前線から

 あかい　　けいこ

※10/21の小泉教授と10/28の長友教授の講義は入れ替わりました。

10

14 土 ことばに反映される人間の認識 商学部講師小深田  祐子

21 土

知識は何のために
　           ～教養教育と専門教育～

社会福祉学部教授小泉　尚樹28 土

正義は国によって異なるのか 経済学部教授長友　敬一
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11 土 織り直される中国の物語
――魯迅の「神話と伝説」からケン・リュウのＳＦまで

外国語学部准教授小笠原　淳

18 土
ロシア・アーカイヴ研究の未来：

商学部教授太田　丈太郎

25 土 「道楽」と「職業」の関係
　――夏目漱石『社会と自分』を中心として ――

外国語学部教授赤井　恵子


